
特別支援学校中学部の生徒に
自発的要求を教える

事例研究報告



• 知的障がいがある中学部生徒
• 今までと違う時間割や慣れていない教室への移動時
に激しく体を動かし，泣く。

• 長時間の学習や何をすべきか分かりづらい状況の時
にも，激しく体を動かしたり，泣くことも多い。

生徒の実態



「適切な要求の手段を身につけて欲しい」

教員の考え

「問題行動を減らしたい」



「減らしたい行動」より

「要求する行動」

を教えることから始めましょう。

アドバイザーからの助言



【長期目標】
自発的に要求が伝えられることで，情緒を
安定させることができる。

【短期目標】
困った時に相手の肩を叩き，両手を合わせ
て会釈して，支援を要求することができる。

指導目標
困った時に相手の肩を叩き，両手を合わせ
て会釈して，支援を要求する。

指導目標の見直し



【対象児】 中学部生徒
発達年齢：2－6

【指導場面】日常生活の指導
・着替え（朝・帰り）
・給食

【般化場面】学校生活全体での本人に
とって困った場面

指導1：身体的ガイダンスのフェイドアウト



【ステップ１】
２人体制で支援する。着替えと給食の，指導時間
に困っている様子が見受けられた際，支援者１の
肩をたたき手を合わせてお願いするよう支援者２
が身体的ガイダンスをする。徐々に身体的ガイダ
ンスをフェイドアウトしていく。

【ステップ２】
身体的ガイダンスをなくす。支援者１が対象生徒
に対して，後ろを向く，もしくは目を合わせない
ようにして行動を待つ。

【ステップ３】
支援者１を他の担任に変更する。

【般化】
学校生活全体で困る場面を設定する。

（ロッカーの前に人がいるため開けられない等）

指導1：身体的ガイダンスのフェイドアウト



自発的にお願いできた項目に○を，その他の項目に
コミュニケーションカードでの要求や指導場面以外で
の要求を記録しました。

記録方法と記録



発語のない中学部生徒の要求を引き出すための支援
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ステップ１

（後方支援あり）

ステップ２

（後方支援なし）

ステップ３

（支援者変更）

指導1の成果
ステップ１は，要求をできた日数が7日を越えているため，１０月６
日以降にステップ２に移行しました。困った状況で助けを求められる
ようになり，激しく身体を動かして泣くことが減少しました。 ２７年６
月にはほぼ毎日であった問題行動が，28年1月は1回のみでした。

結果１：



ここが成功のポイント

○「問題行動」に注目するよりも
本人からの自発的な「要求」行
動を引き出す。

○この実践と平行して遊びや欲
しい物を要求するカードの使用
を指導している。より多くの状況
で自発的な要求ができることに
より，日常生活が安定してきた。


